問いの解答例サンプル

第1編第3章　さまざまな人生観・倫理観・世界観Ⅱ（p.83～152）
	ページ
	種類
	問　い
	解　答　例
	指導のポイント

	85
	？
	ピコは「自由意志」をどのようなものとしてとらえているのだろうか。
	※本データはサンプルです。製品版では解答例が入ります。また、97ページ以降の問いも入ります。

	原典資料は、ピコが神の言葉を借りてみずからの思想を述べたものであり、「おまえ」は人間、「私」は神を指すことを説明するとよい。

	86
	！
	ルネサンス期の人間観は、ミケランジェロらの作品にどのようにあらわれているか、話しあってみよう。
	
	ダヴィデ像を鑑賞し、人間をどのような存在として表現しているかを考えさせる。鑑賞の前か後で、ルネサンス期の人間観（理想の人間像としての万能人）について、教科書p.85～86の本文で確認する。

	86
	？
	中世の絵画（資料6）の表現とはどのような違いがあるだろうか。
	
	三美神のえがかれ方に着目すると、違いがわかりやすい。解答例に示した点のほか、ストーリー性のある（寓話的な）人物配置、繊細で優美な女性像、花や木々などの緻密な表現などに注目させてもよい。

	88
	！
	カルヴァンの思想は近代の精神とどのように関連するか、考えてみよう。
	
	教科書p.88の本文を参考にすることができる。その際、自由な個人の尊重、市民間の平等、そして資本主義など、近代の特徴について理解を深めさせる。また、教科書p.88の注③にあるウェーバーの説も紹介するとよい。

	88
	？
	予定説の教えは人々の行動にどのような影響を与えるだろうか。
	
	教科書p.88の本文を参考にすることができる。「善行を積むことで救済される」という考え方と区別できるように解説する。

	92
	？
	双方の利点と欠点は何だろうか。
	
	まず帰納法と演繹法それぞれを具体的な事例を通して解説し、理解を深めてから考えさせる。教科書p.92の資料3の事例のほか、たとえば理科の学習において帰納法や演繹法を用いる場面など、生徒自身が経験した推論の例をふり返らせながら、それぞれの特徴を考えさせるとよい。

	93
	！
	デカルトの哲学の「近代的」な特徴についてまとめてみよう。
	
	方法的懐疑を通してデカルトがあらゆる学問の第一原理に「考える私」を見いだしたことをふまえて考えさせる。近代の特徴については教科書p.91のリード文なども参照するとよい。

	95
	！
	経験論と合理論はたがいの考えをどのように批判したのか、具体的な論点をあげてまとめてみよう。
	
	教科書p.94の本文に説明がある生得観念を論点とすると、両者の考え方の相違点がわかりやすい。そのほか、因果的な知識すらも経験にもとづく信念に由来すると見なしたヒュームの説（p.95）などに注目してもよい。

	96
	！
	「自然状態」における人間の姿とはどのようなものか、話しあってみよう。
	
	教科書p.98の資料3でホッブズ、ロック、ルソーの自然状態に関する見方を確認してから考えさせてもよい。国家成立以前の社会については、歴史での学習と関連づけることもできる。


※上記の「解答例」は、あくまで先生方のご指導の参考にしていただくための「例」です。実際のご指導においては、生徒の実態にあわせてご指導ください。
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